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【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
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【 請 求 項 １ 】

【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】

【 請 求 項 ４ 】

　 研 磨 面 を 有 す る 研 磨 テ ー プ が 巻 回 さ れ た 供 給 リ ー ル と 、
　 前 記 研 磨 テ ー プ を 巻 取 る 巻 取 リ ー ル と 、
　 第 １ の ロ ー ラ お よ び 第 ２ の ロ ー ラ と 、
　 前 記 供 給 リ ー ル 、 前 記 巻 取 リ ー ル 、 前 記 第 １ の ロ ー ラ 、 お よ び 前 記 第 ２ の ロ ー ラ を 収 容
す る ケ ー ス と を 備 え 、
　 前 記 供 給 リ ー ル に 巻 回 さ れ た 前 記 研 磨 テ ー プ は 、 前 記 第 １ の ロ ー ラ お よ び 前 記 第 ２ の ロ
ー ラ を 経 由 し て 前 記 巻 取 リ ー ル に 接 続 さ れ て お り 、
　 前 記 ケ ー ス の 側 面 に は 、 基 板 の 周 縁 部 が 挿 入 さ れ る 凹 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ 。

　 前 記 第 １ の ロ ー ラ と 前 記 第 ２ の ロ ー ラ と の 間 に 位 置 す る と き の 前 記 研 磨 テ ー プ は 、 前 記
凹 部 か ら 露 出 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ 。

　 研 磨 面 を 有 す る 研 磨 テ ー プ を 収 納 し た 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ と 、
　 前 記 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ を 着 脱 自 在 に 保 持 す る 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ 保 持 部 と を 備 え た 研 磨 装
置 で あ っ て 、
　 前 記 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ は 、 前 記 研 磨 テ ー プ が 巻 回 さ れ た 供 給 リ ー ル と 、 前 記 研 磨 テ ー プ
を 巻 取 る 巻 取 リ ー ル と 、 第 １ の ロ ー ラ お よ び 第 ２ の ロ ー ラ と 、 前 記 供 給 リ ー ル 、 前 記 巻 取
リ ー ル 、 前 記 第 １ の ロ ー ラ 、 お よ び 前 記 第 ２ の ロ ー ラ を 収 容 す る ケ ー ス と を 備 え 、
　 前 記 供 給 リ ー ル に 巻 回 さ れ た 前 記 研 磨 テ ー プ は 、 前 記 第 １ の ロ ー ラ お よ び 前 記 第 ２ の ロ
ー ラ を 経 由 し て 前 記 巻 取 リ ー ル に 接 続 さ れ て お り 、
　 前 記 ケ ー ス の 側 面 に は 、 基 板 の 周 縁 部 が 挿 入 さ れ る 凹 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 研 磨 装 置 。

　 前 記 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ 保 持 部 に は 、 前 記 巻 取 リ ー ル を 回 転 さ せ る モ ー タ が 設 け ら れ て い



【 請 求 項 ５ 】

【 請 求 項 ６ 】

【 請 求 項 ７ 】

【 請 求 項 ８ 】

【 請 求 項 ９ 】

【 請 求 項 １ ０ 】

【 請 求 項 １ １ 】

【 請 求 項 １ ２ 】

【 請 求 項 １ ３ 】

【 請 求 項 １ ４ 】

【 請 求 項 １ ５ 】

【 請 求 項 １ ６ 】

【 請 求 項 １ ７ 】
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る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 研 磨 装 置 。

　 前 記 第 １ の ロ ー ラ と 前 記 第 ２ の ロ ー ラ と の 間 に 位 置 す る と き の 前 記 研 磨 テ ー プ は 、 前 記
凹 部 か ら 露 出 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 研 磨 装 置 。

　 前 記 研 磨 テ ー プ は 、 基 板 の 接 線 方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 進 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ 乃 至 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 研 磨 装 置 。

　 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 、 前 記 凹 部 に 挿 入 さ れ た 基 板 の 側 面 に 押 圧 す る 第 １ の 押 圧 部
材 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 乃 至 ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 研 磨 装 置 。

　 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 、 前 記 凹 部 に 挿 入 さ れ た 基 板 の 周 縁 部 上 面 に 押 圧 す る 第 ２ の
押 圧 部 材 と 、
　 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 、 前 記 凹 部 に 挿 入 さ れ た 基 板 の 周 縁 部 下 面 に 押 圧 す る 第 ３ の
押 圧 部 材 と を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 研 磨 装 置 。

　 基 板 を 保 持 し て 回 転 さ せ る 複 数 の 保 持 ロ ー ラ と 、
　 前 記 保 持 ロ ー ラ に 保 持 さ れ た 基 板 の 半 径 方 向 に 移 動 可 能 な テ ー プ 研 磨 装 置 と を 備 え た 研
磨 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 テ ー プ 研 磨 装 置 は 、 研 磨 テ ー プ が 巻 回 さ れ た 供 給 リ ー ル と 、 前 記 研 磨 テ ー プ を 巻 取
る 巻 取 リ ー ル と 、 第 １ の ロ ー ラ お よ び 第 ２ の ロ ー ラ と 、 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 基 板 の
周 縁 部 に 押 圧 す る 押 圧 部 材 と 、 前 記 巻 取 リ ー ル を 回 転 さ せ る モ ー タ と を 備 え 、
　 前 記 供 給 リ ー ル に 巻 回 さ れ た 前 記 研 磨 テ ー プ は 、 前 記 第 １ の ロ ー ラ お よ び 前 記 第 ２ の ロ
ー ラ を 経 由 し て 前 記 巻 取 リ ー ル に 接 続 さ れ て お り 、
　 前 記 押 圧 部 材 は 、 前 記 第 １ の ロ ー ラ と 前 記 第 ２ の ロ ー ラ と の 間 に 位 置 す る と き の 前 記 研
磨 テ ー プ を 基 板 の 周 縁 部 に 押 圧 す る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 装 置 。

　 前 記 研 磨 テ ー プ は 、 基 板 の 接 線 方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 進 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ９ に 記 載 の 研 磨 装 置 。

　 前 記 押 圧 部 材 は 、 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 基 板 の 側 面 に 押 圧 す る 第 １ の 押 圧 部 材 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ ま た は １ ０ に 記 載 の 研 磨 装 置 。

　 前 記 押 圧 部 材 は 、 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 基 板 の 周 縁 部 上 面 に 押 圧 す る 第 ２ の 押 圧 部
材 と 、 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 基 板 の 周 縁 部 下 面 に 押 圧 す る 第 ３ の 押 圧 部 材 と を さ ら に
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 研 磨 装 置 。

　 純 水 ま た は 薬 液 を 基 板 の 周 縁 部 に 供 給 す る ノ ズ ル を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ 乃 至 １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 研 磨 装 置 。

　 基 板 の 上 下 面 に 純 水 を 供 給 す る 純 水 ノ ズ ル と 、
　 基 板 の 上 下 面 を ス ク ラ ブ 洗 浄 す る 洗 浄 部 材 と を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
乃 至 １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 研 磨 装 置 。

　 ス ク ラ ブ 洗 浄 さ れ た 基 板 の 上 下 面 に エ ッ チ ン グ 液 を 供 給 す る 薬 液 ノ ズ ル を さ ら に 備 え た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 研 磨 装 置 。

　 基 板 を 洗 浄 液 で 洗 浄 し 、 洗 浄 さ れ た 基 板 を 乾 燥 さ せ る 洗 浄 ユ ニ ッ ト を さ ら に 備 え た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 研 磨 装 置 。



【 請 求 項 １ ８ 】

【 請 求 項 １ ９ 】

【 請 求 項 ２ ０ 】

【 請 求 項 ２ １ 】

【 請 求 項 ２ ２ 】

【 請 求 項 ２ ３ 】

【 請 求 項 ２ ４ 】

【 請 求 項 ２ ５ 】

【 請 求 項 ２ ６ 】

【 請 求 項 ２ ７ 】

【 請 求 項 ２ ８ 】

【 請 求 項 ２ ９ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
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　 研 磨 後 の 基 板 の 被 研 磨 面 を 検 査 す る 検 査 ユ ニ ッ ト を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ 乃 至 １ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 研 磨 装 置 。

　 基 板 を 回 転 さ せ 、
　 研 磨 テ ー プ を 基 板 の 接 線 方 向 に 垂 直 な 方 向 に 進 行 さ せ 、
　 純 水 ま た は 薬 液 を 基 板 の 周 縁 部 に 供 給 し 、
　 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 基 板 の 側 面 に 摺 接 さ せ て 該 基 板 の 側 面 を 研 磨 し 、
　 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 基 板 の 周 縁 部 上 面 に 摺 接 さ せ て 該 基 板 の 周 縁 部 上 面 を 研 磨 し
、
　 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 基 板 の 周 縁 部 下 面 に 摺 接 さ せ て 該 基 板 の 周 縁 部 下 面 を 研 磨 す
る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 方 法 。

　 基 板 の 研 磨 後 、 基 板 の 上 下 面 に 純 水 を 供 給 し な が ら 、 基 板 の 上 下 面 を ス ク ラ ブ 洗 浄 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 研 磨 方 法 。

　 ス ク ラ ブ 洗 浄 さ れ た 基 板 の 上 下 面 に エ ッ チ ン グ 液 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
９ に 記 載 の 研 磨 方 法 。

　 前 記 エ ッ チ ン グ 液 が 供 給 さ れ た 基 板 を 洗 浄 液 で 洗 浄 し 、 洗 浄 さ れ た 基 板 を 乾 燥 さ せ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 研 磨 方 法 。

　 研 磨 後 の 基 板 の 被 研 磨 面 を 検 査 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 研 磨 方 法 。

　 基 板 を 研 磨 テ ー ブ ル 上 の 研 磨 布 に 押 圧 し て 、 化 学 的 ・ 機 械 的 研 磨 に よ る 基 板 の 研 磨 を 行
い 、
　 そ の 後 、 研 磨 テ ー プ を 用 い て 基 板 の 側 面 及 び 周 縁 部 を 研 磨 す る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 方
法 。

　 前 記 基 板 の 側 面 及 び 周 縁 部 の 研 磨 中 に 、 前 記 基 板 の 周 縁 部 に 純 水 又 は 薬 液 を 供 給 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 研 磨 方 法 。

　 前 記 基 板 の 側 面 及 び 周 縁 部 を 研 磨 し た 後 、 基 板 の 上 下 面 を ス ク ラ ブ 洗 浄 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 研 磨 方 法 。

　 前 記 基 板 の 上 下 面 を ス ク ラ ブ 洗 浄 し た 後 、 基 板 の 上 下 面 の エ ッ チ ン グ を 行 う こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ ３ 乃 至 ２ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 研 磨 方 法 。

　 前 記 基 板 の 上 下 面 を エ ッ チ ン グ し た 後 、 超 音 波 で 加 振 さ れ た 洗 浄 液 を 基 板 の 上 面 に 供 給
し 、 及 び ／ 又 は ペ ン シ ル 型 の 洗 浄 部 材 を 基 板 に 接 触 さ せ て 、 基 板 か ら パ ー テ ィ ク ル を 除 去
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 乃 至 ２ ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 研 磨 方 法 。

　 基 板 か ら パ ー テ ィ ク ル を 除 去 し た 後 、 基 板 を 高 速 回 転 さ せ て 乾 燥 さ せ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ３ 乃 至 ２ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 研 磨 方 法 。

　 基 板 を 乾 燥 さ せ た 後 、 基 板 の 被 研 磨 面 を 検 査 し て 、 所 定 の 研 磨 処 理 が な さ れ た が ど う か
を 合 否 判 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ３ 乃 至 ２ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 研 磨 方 法 。



【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ 、 研 磨 装 置 、 お よ び 研 磨 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 導 体 ウ ェ ハ な ど の 研 磨 対 象 物 の 表 面 を 研 磨 す る 研 磨 装
置 に 関 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 従 来 技 術 に お け る 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 一 態 様 は 、

。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　

。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 態 様 は 、
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、 半 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ 、
、 お よ び 研 磨 方 法

研 磨 面 を 有
す る 研 磨 テ ー プ が 巻 回 さ れ た 供 給 リ ー ル と 、 前 記 研 磨 テ ー プ を 巻 取 る 巻 取 リ ー ル と 、 第 １
の ロ ー ラ お よ び 第 ２ の ロ ー ラ と 、 前 記 供 給 リ ー ル 、 前 記 巻 取 リ ー ル 、 前 記 第 １ の ロ ー ラ 、
お よ び 前 記 第 ２ の ロ ー ラ を 収 容 す る ケ ー ス と を 備 え 、 前 記 供 給 リ ー ル に 巻 回 さ れ た 前 記 研
磨 テ ー プ は 、 前 記 第 １ の ロ ー ラ お よ び 前 記 第 ２ の ロ ー ラ を 経 由 し て 前 記 巻 取 リ ー ル に 接 続
さ れ て お り 、 前 記 ケ ー ス の 側 面 に は 、 基 板 の 周 縁 部 が 挿 入 さ れ る 凹 部 が 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ で あ る

本 発 明 の 他 の 態 様 は 、 研 磨 面 を 有 す る 研 磨 テ ー プ を 収 納 し た 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ と 、 前 記
研 磨 カ ー ト リ ッ ジ を 着 脱 自 在 に 保 持 す る 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ 保 持 部 と を 備 え た 研 磨 装 置 で あ
っ て 、 前 記 研 磨 カ ー ト リ ッ ジ は 、 前 記 研 磨 テ ー プ が 巻 回 さ れ た 供 給 リ ー ル と 、 前 記 研 磨 テ
ー プ を 巻 取 る 巻 取 リ ー ル と 、 第 １ の ロ ー ラ お よ び 第 ２ の ロ ー ラ と 、 前 記 供 給 リ ー ル 、 前 記
巻 取 リ ー ル 、 前 記 第 １ の ロ ー ラ 、 お よ び 前 記 第 ２ の ロ ー ラ を 収 容 す る ケ ー ス と を 備 え 、 前
記 供 給 リ ー ル に 巻 回 さ れ た 前 記 研 磨 テ ー プ は 、 前 記 第 １ の ロ ー ラ お よ び 前 記 第 ２ の ロ ー ラ
を 経 由 し て 前 記 巻 取 リ ー ル に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 ケ ー ス の 側 面 に は 、 基 板 の 周 縁 部 が 挿
入 さ れ る 凹 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 装 置 で あ る

他 の 基 板 を 保 持 し て 回 転 さ せ る 複 数 の 保 持 ロ ー ラ と 、 前 記 保 持
ロ ー ラ に 保 持 さ れ た 基 板 の 半 径 方 向 に 移 動 可 能 な テ ー プ 研 磨 装 置 と を 備 え た 研 磨 装 置 で あ
っ て 、 前 記 テ ー プ 研 磨 装 置 は 、 研 磨 テ ー プ が 巻 回 さ れ た 供 給 リ ー ル と 、 前 記 研 磨 テ ー プ を
巻 取 る 巻 取 リ ー ル と 、 第 １ の ロ ー ラ お よ び 第 ２ の ロ ー ラ と 、 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 基
板 の 周 縁 部 に 押 圧 す る 押 圧 部 材 と 、 前 記 巻 取 リ ー ル を 回 転 さ せ る モ ー タ と を 備 え 、 前 記 供
給 リ ー ル に 巻 回 さ れ た 前 記 研 磨 テ ー プ は 、 前 記 第 １ の ロ ー ラ お よ び 前 記 第 ２ の ロ ー ラ を 経
由 し て 前 記 巻 取 リ ー ル に 接 続 さ れ て お り 、 前 記 押 圧 部 材 は 、 前 記 第 １ の ロ ー ラ と 前 記 第 ２



。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 態 様 は 、

。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 態 様 は 、

。
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の ロ ー ラ と の 間 に 位 置 す る と き の 前 記 研 磨 テ ー プ を 基 板 の 周 縁 部 に 押 圧 す る こ と を 特 徴 と
す る 研 磨 装 置 で あ る

他 の 基 板 を 回 転 さ せ 、 研 磨 テ ー プ を 基 板 の 接 線 方 向 に 垂 直 な 方
向 に 進 行 さ せ 、 純 水 ま た は 薬 液 を 基 板 の 周 縁 部 に 供 給 し 、 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 基 板
の 側 面 に 摺 接 さ せ て 該 基 板 の 側 面 を 研 磨 し 、 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 基 板 の 周 縁 部 上 面
に 摺 接 さ せ て 該 基 板 の 周 縁 部 上 面 を 研 磨 し 、 前 記 研 磨 テ ー プ の 研 磨 面 を 基 板 の 周 縁 部 下 面
に 摺 接 さ せ て 該 基 板 の 周 縁 部 下 面 を 研 磨 す る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 方 法 で あ る

他 の 基 板 を 研 磨 テ ー ブ ル 上 の 研 磨 布 に 押 圧 し て 、 化 学 的 ・ 機 械
的 研 磨 に よ る 基 板 の 研 磨 を 行 い 、 そ の 後 、 研 磨 テ ー プ を 用 い て 基 板 の 側 面 及 び 周 縁 部 を 研
磨 す る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 方 法 で あ る
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